２０６２（2005）年５（８）月４（２０）日

本日２０６２（2005）年５（８）月４（２０）日、本ネパール教育医療文化協会において役員会の会長ラジャラム・シュレスタ氏の議長役および役員会の下記の役員の出席により開催された役員会が、下記の内容について議論し決議を下した。
提案：

1． 識字学級を運営することについて。

2． 奨学金基金を設立することについて。

3． 識字学級のコースを終了した成人女性に対して追加アドヴァンスクラスの運営について。

4． 識字学級の教師のお給料を決定することについて。

5． 農村の農業生産物及びその他の生産物を集積しパタンに販売することについて。

6． その他。

１．　理事長　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ラジャラム),RAJARAM) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　出席
２．　副理事長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ジャナキ),JANAKI) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　出席
３．　事務総長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ミナ),MINA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　　出席
４．　事務局長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(二ティー),NITI) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　出席
５．　幹事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ウーマ),UMA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESHTHA)　　　　　　出席
６．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ナラヤン),NARAYAN) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　欠席
７．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(サジト),SAJIT) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　　出席
８．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ティルタ),TIRTHA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ラジ),RAJ) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　出席
９．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ニシャン),NISHAN) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　欠席
議決：

1． 提案１についての議論した結果、本組織の登録後の初の活動は識字学級運営からなることが決定された。その他の様々な活動のために寄付金が集まるまで、現在理事長ラジャラム・シュレスタより後で返してもらうよう３万ルピーが貸与された。

識字学級は２０６２（2005）年５（８）月１５（３１）日より実施する。そしての勉強する生徒たちにすべての文具及びテキストを提供する。時間帯は生徒たちの都合に合わせて決める。
2． 提案２について議論を重ねた結果、社会の貧困層で優秀な学生たちに対して奨学金を供与するために２０６３（2006）年に100,000ルピーの奨学基金を設立する。当奨学基金より貧困で優秀な学生最低５名に対して勉強に集中的に励むことができるように必要な文房具、制服をも提供する。これは国立学校に通う生徒に限る。
3． 識字学級のコースが終了しされに高級の勉強したいという要請がある場合はそれを念頭において提案３について議論した際、多くの方々から要請がある場合は追加的なアドヴァンス・クラスを運営する。
4． 識字学級の教師の月給を1,000ルピー（千ルピー）とすることが決定された。

5． 提案5について議論した際、後に寄付金が集められ、可能になったら速やかに提案5の事業を実施することが決まった。

